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 この授業は「方言と

共通語」で言語活動の

一環として行われて

います。方言と共通語

について理解を深め

るために、教材として

プレゼンテーション

ソフトで作成した 6

枚のスライド枠をも

とに、グループごとに

担当を決めて、わかりや

すく説明できるようス

ライドを完成させ、調べ

た内容を入れながら、方

言と共通語について説

明することになります。 

 言葉の違いで「とても」

は、北海道では「まなら」、

中部地方では「でら」、

等がスライド枠に例と

して挙げられています

が、それを生徒たちが

調べたい言葉を用意し、

方言の違いを確認した

りしていました。 

 授業の後半で、まと

めた箇所を中心に、説

明の練習をしました。



タブレットを使っての説明です。「図表を用いて提案する」で学習しているので、

タブレットをうまく使いながら説明していました。 

 


